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１ 

「
工
場
細
胞
」
に
つ
い
て 

 

「
改
造
」
一
九
三
〇
年
四
月
～
六
月
に
掲
載
さ
れ
た
小
林
多
喜
二
の
「
工
場
細

胞
」
は
、
一
九
二
七
年
三
月
の
昭
和
金
融
恐
慌
、
二
九
年
一
〇
月
の
ウ
ォ
ー
ル
街

の
株
価
大
暴
落
と
そ
れ
に
続
く
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
、
国
内
外
の
経
済
が
破
綻
に

瀕
し
て
い
た
状
況
下
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
原
稿
用
紙
二
四
〇
枚
に
は
、
工

場
細
胞
と
日
本
共
産
党
が
結
び
つ
い
た
三
・
一
五
事
件
以
後
の
日
本
の
左
翼
運
動

が
描
か
れ
て
い
た
。
企
業
の
集
中
に
よ
る
一
産
業
資
本
家
の
没
落
を
背
景
に
、
工

場
委
員
会
の
自
主
化
を
目
指
し
た
闘
争
が
作
品
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
る
。
当

時
、
立
憲
民
政
党
の
浜
口
雄
幸
内
閣
は
、
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
に
よ
る
対
米
協

調
外
交
、
井
上
準
之
助
大
蔵
大
臣
に
よ
る
デ
フ
レ
政
策
、
重
要
産
業
統
制
法
に
よ

る
独
占
資
本
本
位
の
重
化
学
工
業
化
や
産
業
合
理
化
、
金
解
禁
な
ど
の
政
策
を
掲

げ
て
い
た
。
国
際
競
争
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
政
策
を
実
施
し
た

も
の
の
、
金
解
禁
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
物
価
の
暴
落
と

国
際
収
支
の
悪
化
、
さ
ら
に
鉱
業
、
建
設
業
お
よ
び
製
造
業
の
生
産
の
減
少
に
よ

っ
て
、
中
小
企
業
の
倒
産
が
続
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
都
市
に
は
大
量
の
失
業

者
が
生
み
出
さ
れ
、
市
民
生
活
は
破
綻
に
瀕
し
た
。
他
方
、
農
産
物
価
格
の
暴
落

に
よ
る
農
民
の
窮
乏
は
、
農
村
地
帯
を
悲
惨
な
状
況
に
お
ち
い
ら
せ
た
。
政
府
は

恐
慌
対
策
と
し
て
産
業
合
理
化
を
強
行
し
、
カ
ル
テ
ル
の
拡
大
強
化
を
進
め
た

が
、
独
占
資
本
の
巨
大
化
は
社
会
的
矛
盾
を
露
呈
さ
せ
、
労
働
運
動
や
農
民
運
動

を
激
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
社
会
的
矛
盾
を
作
品
に
描
き
だ
そ
う
と
、
多
喜
二
は
北
海
製
罐
倉

庫
株
式
会
社
の
、
小
樽
に
あ
っ
た
製
罐
工
場
を
取
材
し
て
「
工
場
細
胞
」
を
創
作

し
た
。
北
海
製
罐
は
、
北
洋
漁
業
を
独
占
し
て
い
た
三
菱
系
の
日
魯
漁
業
の
子
会

社
で
、
従
業
員
八
〇
〇
人
の
近
代
的
な
工
場
で
あ
っ
た
。
年
間
一
億
個
生
産
さ
れ

る
罐
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
缶
詰
工
場
や
蟹
工
船
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
「
改
造
」

の
編
集
者
佐
藤
績
に
宛
て
た
手
紙
の
な
か
で
、
多
喜
二
は
「
工
場
細
胞
」
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
を
伝
え
て
い
た
。
多
喜
二
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
作
品
は
、
最
も
資
本

主
義
化
さ
れ
た
近
代
の
工
場
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
工
場
を
テ

ー
マ
に
し
た
従
来
の
作
品
の
多
く
は
、
ま
だ
露
骨
な
、
残
酷
な
搾
取
を
お
こ
な
う

前
近
代
的
な
鉄
工
所
式
の
工
場
し
か
描
け
て
い
な
い
が
、
「
工
場
細
胞
」
で
は
こ

れ
ま
で
ど
の
作
家
も
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
よ
う
な
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ア

メ
リ
カ
式
の
労
務
管
理
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
近
代
化
さ
れ
た
工
場
を
取
り
上
げ

た
い
。
産
業
合
理
化
が
進
む
工
場
の
問
題
を
作
品
の
テ
ー
マ
と
し
、
資
本
に
立
ち

向
か
う
工
場
細
胞
の
活
動
や
工
場
新
聞
の
潜
入
、
工
場
委
員
会
の
自
主
化
、
共
産

党
員
の
工
場
進
出
な
ど
を
作
品
に
盛
り
込
み
た
い
、
と
し
た
の
で
あ
る
（
一
九
二

小
林
多
喜
二
『
工
場
細
胞
』
と
《
フ
ォ
ー
ド
の
虐
殺
》

― 

二
〇
世
紀
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
形
成
と
没
落 

―

尾　

西　

康　

充
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九
年
一
月
三
〇
日
・
三
月
三
日
付
書
簡
）
。 

 

 
 

２ 

「
「
Ｙ
の
フ
ォ
ー
ド
」
だ
と
い
う
自
己
錯
覚
の
阿
片
」 

  

で
は
、
「
工
場
細
胞
」
に
描
か
れ
た
内
容
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
Ｙ
市
に
あ
る

「
Ｈ
・
Ｓ
製
罐
会
社
」
の
「
Ｈ
・
Ｓ
工
場
」
で
は
、
労
働
組
合
と
会
社
と
が
職
工

た
ち
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
熾
烈
に
争
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
、
Ｙ
市
の
「
合
同

労
働
組
合
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
大
工
場
」
や
「
重
工
業
の
工
場
」
に
は
「
全
然
手

が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
」
、
つ
ま
り
「
工
場
に
根
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」
の
で

あ
る
。
組
合
の
実
勢
力
を
な
し
て
い
る
の
は
、
「
職
場
か
ら
離
れ
て
い
る
」
港
の

運
輸
労
働
者
た
ち
で
、
Ｙ
市
で
「
労
働
者
」
と
い
え
ば
浜
人
足
、
彼
ら
は
「
動
物

線
以
下
の
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
半
自
由
労
働
者
」
や
仲
仕
を
指
し
て
い
た
。

し
か
も
「
朝
鮮
人
が
そ
の
三
割
を
し
め
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。
今
、
日
韓
関
係
に

暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
徴
用
工
問
題
、
徴
用
工
そ
の
も
の
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
多
喜
二
は
そ
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
朝
鮮
半
島

を
植
民
地
化
し
た
問
題
に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
労
働
者
た
ち
は
、
普
段

か
ら
「
親
方
制
度
」
や
「
現
場
制
度
」
「
歩
合
制
度
」
な
ど
、
「
色
々
な
小
分
立

や
封
建
的
な
苛
酷
な
搾
取
を
う
け
、
頭
を
は
ね
ら
れ
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
生
活
」

を
し
て
い
た
の
で
、
「
何
か
の
キ
ッ
カ
ケ
」
が
あ
れ
ば
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
て

い
た
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

「
Ｈ
・
Ｓ
工
場
」
の
職
工
は
、
市
内
に
溢
れ
て
い
る
失
業
労
働
者
や
半
自
由
労

働
者
か
ら
「
羨
望
」
の
眼
差
し
で
み
ら
れ
、
「
俺
ら
は
お
前
た
ち
の
仲
間
と
は
異ち

が

う
ん
だ
ぞ
」
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
た
。
「
ど
れ
も
惨
め
な
生
活
」
を
送
っ
て

い
る
彼
ら
と
は
同
じ
労
働
者
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
Ｈ
・
Ｓ
工

場
」
の
職
工
は
、
Ｙ
市
の
「
合
同
労
働
組
合
」
に
は
「
一
人
も
入
っ
て
い
な
い
と

云
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
「
Ｈ
・
Ｓ
工
場
」
に
勤
め
て
い
る

と
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
近
所
へ
の
「
誇
り
」
に
さ
え
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
会

社
は
彼
ら
の
優
越
感
を
煽
っ
て
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

工
場
内
で
「
合
同
労
働
組
合
」
の
ビ
ラ
が
配
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に
会
社
は
対
抗

手
段
に
出
た
。
会
社
に
よ
れ
ば
、
「
我
工
場
」
は
「
Ｙ
ノ
フ
ォ
ー
ド
」
た
る
「
名

ニ
恥
シ
ク
ナ
ク
ナ
イ
」
充
分
の
待
遇
を
、
勤
務
時
間
の
面
で
も
賃
金
の
面
で
も
実

施
し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
ビ
ラ
に
「
付
和
雷
同
」
し
な
い
よ
う
に
「
呉
々
モ
申

述
ベ
テ
置
ク
」
と
告
示
し
た
の
で
あ
る
。 

小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
工
場
大
会
が
開
か
れ
て
決
議
文
と
要
求
書
が

提
出
さ
れ
る
。
労
使
対
決
の
緊
迫
し
た
状
況
に
な
っ
て
も
な
お
、
専
務
は
「
自
分

が
今
迄
長
い
間
、
職
工
た
ち
に
与
え
て
き
た
「
Ｙ
の
フ
ォ
ー
ド
」
と
し
て
の
、
過

分
な
温
情
は
そ
う
安
々
と
崩
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
信
じ
て
い
た
。
専
務
は
、

採
用
人
事
に
お
い
て
も
職
工
の
親
や
兄
弟
か
ら
選
ぶ
と
い
う
「
工
場
の
一
大
家
族

主
義
化
」
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
職
工
の
間
に
「
責
任
上
の
連
繫
」

を
つ
く
る
と
同
時
に
、
職
工
の
家
族
に
「
恩
恵
」
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト

ラ
イ
キ
対
策
に
な
っ
て
い
た
。
会
社
の
《
温
情
主
義
（paternalism

）
》
と
は
、
使

用
者
と
労
働
者
と
の
関
係
を
、
そ
の
利
害
が
基
本
的
に
相
対
立
す
る
階ヽ

級ヽ

関
係
で

は
な
く
、
使
用
者
の
温
情
と
従
業
員
の
忠
誠
心
に
も
と
づ
く
協
調

ヽ

ヽ

関
係
と
し
て
説

明
し
、
労
使
関
係
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
労
務
管
理
を
意
味
す
る
。
「
産
業
の

合
理
化
」
を
計
画
し
て
い
る
会
社
は
、
職
工
の
反
発
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
《
温
情
主
義
》
を
重
視
し
た
の
だ
が
、
労
働
組
合
員
の
目
か
ら
み
れ
ば
、

「
「
Ｙ
の
フ
ォ
ー
ド
」
だ
と
い
う
自
己
錯
覚
の
阿
片
」
を
飲
ま
さ
れ
て
い
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。 
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「
Ｈ
・
Ｓ
工
場
」
の
労
働
者
た
ち
の
「
自
己
錯
覚
」
は
、
自
分
た
ち
が
選
ば
れ

た
者
で
あ
る
と
い
う
優
越
感
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
工
場
長
が
「
産
業
の

合
理
化
」
を
進
め
る
と
、
工
場
は
新
た
な
様
相
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
力

の
強
化
の
た
め
に
分
業
化
が
進
み
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
完
備
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
運
搬
工
」
や
「
下
働
人
夫
」
が
目
立
っ
て
減
り
、
賃
金
の
高
い
熟
練
工
の

人
員
数
も
整
理
さ
れ
た
。
熟
練
工
と
不
熟
練
工
と
の
人
数
の
差
も
賃
金
の
差
も
大

幅
に
減
少
す
る
と
同
時
に
、
女
工
が
積
極
的
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
こ
で
、
女
性
の
就
職
の
機
会
が
拡
大
し
た
と
喜
ん
で
い
て
は
な
ら
な
い
。

女
工
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
工
場
全
般
の
賃
金
が
低
下
し
た
の
み
な
ら
ず
、

工
場
長
に
よ
れ
ば
「
女
を
使
う
と
、
賃
銀
ば
か
り
の
点
で
な
く
、
労
働
組
合
の
よ

う
な
組
織
に
入
る
こ
と
も
な
く
、
抵
抗
力
が
弱
い
か
ら
無
理
が
き
く
」
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
「
産
業
の
合
理
化
」
は
「
企
業
の
集
中
化
」
が
真
の
狙
い
と
さ

れ
て
い
た
。
収
益
性
に
富
む
大
企
業
に
市
場
を
独
占
さ
せ
、
そ
の
陰
で
甘
い
汁
を

吸
お
う
と
し
て
い
た
の
が
銀
行
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
レ
ー

ニ
ン
が
『
帝
国
主
義
論
』
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
の
、
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
が

癒
着
し
た
独
占
金
融
資
本
主
義
で
あ
っ
た
。
多
喜
二
は
「
工
場
細
胞
」
の
な
か
で
、

レ
ー
ニ
ン
が
「
腐
朽
と
停
滞
が
支
配
す
る
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
」
と
と
ら

え
た
独
占
資
本
の
支
配
体
制
と
収
奪
的
体
質
を
的
確
に
、
か
つ
読
者
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
の
で
あ
る
。 

 

 
 

３ 

フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
（F

o
r
d
i
s
m

）
と
は 

 

と
こ
ろ
で
、
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
と
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー

ド
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
流
れ
作
業
方
式
を
導
入
し
、
Ｔ
型
自
動
車
の
大

量
生
産
を
開
始
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
一
台
製
造
す
る
の
に
二

四
時
間
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
わ
ず
か
九
六
分
で
す
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
高
賃
金
と
八
時
間
労
働
制
と
い
う
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
労
働
条
件
で
労

働
者
を
雇
用
し
、
一
九
一
四
年
当
時
、
一
般
の
労
働
者
の
最
低
賃
金
が
二
ド
ル
で

あ
っ
た
の
を
五
ド
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
た
。
労
働
者
に
と
っ
て
テ
ー
ラ
ー
主
義
の

原
理
に
も
と
づ
く
単
純
繰
り
返
し
作
業
は
苦
痛
で
、
二
年
も
働
け
ば
廃
人
同
然
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
高
賃
金
と
短
時
間
労
働
が
そ
の
代
償
に
な
っ
た
。

彼
ら
は
価
格
の
急
低
下―

一
九
〇
九
年
に
九
六
〇
ド
ル
、
一
九
一
六
年
に
三
六

〇
ド
ル
、
二
〇
年
代
に
は
二
七
五
ド
ル―

し
た
Ｔ
型
車
の
購
入
者
に
も
な
っ

た
。
「
農
民
に
も
自
動
車
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
フ
ォ
ー
ド
は
一
台
に

つ
き
二
ド
ル
し
か
利
益
を
得
な
い
と
い
う
原
価
に
近
い
価
格
で
、
一
九
二
一
年
に

は
八
四
万
五
〇
〇
〇
台
の
自
動
車
を
売
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
じ
年
に
販
売
さ
れ
た

自
動
車
総
数
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
規
模
に
な
っ
た
。 

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
本
格
化
す
る
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
持
続
的
な
拡

大
は
、
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
的
発
展
様
式
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
創
業
者
ヘ

ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
の
基
本
理
念
は
、
賃ヽ

金ヽ

動ヽ

機ヽ

を
高
め
る
こ
と―

高
賃
金
の

支
払
い
と
低
価
格
で
の
販
売
に
よ
っ
て
購
買
力
の
増
大
を
め
ざ
し
、
米
国
経
済
の

繁
栄
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
す―

に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
の
利ヽ

潤ヽ

動ヽ

機ヽ―
賃
金
の
引
き
下
げ
と
価
格
の
引
き
上
げ
を
図
る
営
利
主
義―

と
は
対
極
に
あ

る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
社
会
史
の
研
究
者
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ザ
ン
ズ
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
『
ア

メ
リ
カ
の
世
紀 
そ
れ
は
い
か
に
し
て
創
ら
れ
た
か
？
』
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
説
明
し
た
。 
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新
し
い
産
業
の
現
実
が
、
二
〇
世
紀
の
早
い
時
期
に
、
半
熟
練
労
働
者―

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
の
「
科
学
的
管
理
」
と
ヘ
ン
リ

ー
・
フ
ォ
ー
ド
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
方
式
と
の
産
物―

を
創
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
熟
練
お
よ
び
不
熟
練
労
働
者
の
間
に
あ
っ
た
伝
統
的
な
区
分
を
壊
し

た
。
作
業
長
は
し
だ
い
に
管
理
者
側
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
半
熟
練
労
働
者
は

数
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
階
級
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と

と
も
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
時
代
に
は
多
数
の
労
働
者
を
組
織
化
す
る
こ
と
が

支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
き
残
っ
た
熟
練
労
働
者
と
職
人
と
は
中
流
階

級
の
構
成
員
と
な
り
、
他
方
、
比
較
的
賃
金
の
高
い
半
熟
練
労
働
者
も
ま
た
中

流
階
級
に
入
る
こ
と
を
の
ぞ
む
よ
う
に
な
っ
た
。

（
１
） 

 

二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
熟
練
労
働
者
お
よ
び
半
熟
練
労
働
者
の
賃

金
が
徐
々
に
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
大
部
分
が
中
流
階
級
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
階
級
区
分
が
著
し
く
ぼ
や
け
る
と
い
う
変
化
が
生
じ

た
。
ザ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
生
活
水
準
が
向
上
し
た
中

流
階
級
は
「
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
」
の
「
看
板
」
と
な
っ
た
。
「
労
働
者
階
級
で
は

な
く
、
中
流
階
級
が
革
命
の
寵
児
」
で
あ
り
、
「
中
流
階
級
の
価
値
観
の
実
現
に

務
め
る
こ
と
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
た
い
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
案
」
と
な
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。 

 

「
Ｈ
・
Ｓ
工
場
」
の
場
合
、
職
工
全
体
の
賃
金
や
待
遇
は
低
下
し
て
い
る
の
で
、

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
中
流
階
級
の
創
出
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
一
九
三

〇
年
代
の
日
本
社
会
が
階
級
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
「
Ｙ
の
フ
ォ
ー
ド
」
と
い
う
巧
み
に
煽
ら
れ
た
優
越
感
と
会
社
に
対
す
る

忠
誠
心
、
さ
ら
に
製
罐
工
場
は
「
み
国
の
た
め
」
に
操
業
し
て
い
る
と
い
う
愛
国

心
を
駆
り
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
Ｈ
・
Ｓ
工
場
」
の
職
工
は
他
の
労
働
者
と

の
連
帯
が
断
絶
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
中
流
階
級
は
、
ほ
と
ん
ど
が
白
人
ア
メ

リ
カ
人
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
が
中
流
の
多
数
者
の
な
か
に
継
続
的
に
統
合

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
、
社
会
対
立
が
現
実
化
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
白
人
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
上
昇
的
な
社
会
流
動
性
の
型
は
同
化
の
た
め

の
装
置
で
あ
り
、
同
時
に
安
全
弁
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
現
代
産
業
社
会

の
市
民
た
ち
が
支
持
し
た
よ
う
な
、
階
級
闘
争
の
論
理
に
訴
え
る
マ
ル
ク
ス
主
義

を
、
ア
メ
リ
カ
人
が
好
ま
な
か
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
は
中
流
階
級
へ
の

包
摂
の
プ
ロ
セ
ス
が
す
で
に
促
進
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ひ
と
た
び
中
流

階
級
と
い
う
「
平
均
的
ア
メ
リ
カ
人
」
が
社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
ア
メ
リ
カ
人
は
「
よ
り
平
均
的
に
振
舞
い
た
が
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
ま

た
ど
れ
く
ら
い
そ
の
虚
構
の
人
格
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
か
を
測
ろ
う
と
懸
命

に
な
っ
た
」
と
さ
れ
る
。 

し
か
し
そ
の
一
方
、
白
人
ア
メ
リ
カ
人
の
熟
練
労
働
者
は
、
「
パ
ン
と
バ
タ
ー

の
組
合
主
義
」
、
つ
ま
り
自
分
た
ち
の
一
層
高
い
生
活
水
準
と
次
世
代
の
社
会
的

上
昇
の
達
成
を
優
先
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
、
多
く
が
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

来
た
ば
か
り
の
移
民
だ
っ
た
り
、
南
部
か
ら
来
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
だ
っ

た
り
し
た
不
熟
練
労
働
者
、
す
な
わ
ち
自
分
た
ち
の
利
益
を
損
な
う
で
あ
ろ
う
労

働
者
た
ち
と
、
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
労
働
者

の
相
互
協
力
と
い
う
観
念
は
、
自
分
と
同
じ
地
位
を
持
つ
人
び
と
と
の
結
束
の
域

を
こ
え
る
も
の
で
は
な
く
、
白
人
ア
メ
リ
カ
人
の
熟
練
労
働
者
は
、
新
た
に
大
陸

に
到
来
し
た
大
量
の
不
熟
練
労
働
者
た
ち
と
連
帯
し
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
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公
民
権
運
動
以
前
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
皮
膚
の
色
の
ち
が
い
を
こ
え
て
と
も
に
働

く
と
い
う
意
識
は
ど
こ
に
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
、
一
九
〇
六
年
の
著
書
『
ア

メ
リ
カ
に
社
会
主
義
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
』
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
た

ち
が
社
会
主
義
に
傾
倒
す
る
に
は
裕
福
す
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彼
ら
は
心
地

の
良
い
環
境
で
暮
ら
し
て
い
る
、
抑
圧
的
な
ま
で
に
劣
悪
な
住
宅
環
境
と
い
う
も

の
に
は
縁
が
な
い
、
男
女
と
も
紳
士
淑
女
の
よ
う
に
身
な
り
を
整
え
て
い
る
た
め

に
、
自
分
た
ち
と
支
配
階
級
を
隔
て
る
ギ
ャ
ッ
プ
に
外
見
上
気
づ
か
な
い
。
高
い

生
活
水
準
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
る
た
め
に
、
既
存
の
社
会

秩
序
へ
の
不
満
が
労
働
者
の
心
の
な
か
に
宿
ら
な
い
の
も
不
思
議
で
は
な
い
と

す
る
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
「
す
べ
て
の
社
会
主
義
の
理
想
も
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
前
で
は
失
敗
に
終
わ
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。 

「
工
場
細
胞
」
の
森
本
た
ち
は
、
《
階
級
的
自
覚
》
を
持
っ
て
労
使
の
闘
い
に

臨
み
、
「
工
場
委
員
会
」
の
自
主
化
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
が
闘
っ
た
の

は
、
「
Ｈ
・
Ｓ
製
罐
会
社
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
の
自
由
と
権
利
を
圧
殺
し
な

が
ら
海
外
植
民
地
支
配
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
帝
国
日
本
の
独
占
資
本
主
義
、
さ

ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
モ
デ
ル
で
も

あ
っ
た
。
「
工
場
細
胞
」
に
は
、
「
若
い
職
工
は
帰
る
と
き
に
は
、
ナ
ッ
パ
服
を

脱
い
で
、
金
ボ
タ
ン
の
つ
い
た
襟
の
低
い
学
生
服
と
換
え
た
。
中
年
の
職
工
や

職
長

お
や
じ

は
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
そ
れ
に
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
た
」
と
あ
る
。
創
業
者

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
も
自
伝
『
藁
の
ハ
ン
ド
ル
』
の
な
か
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
自
社
工
場
を
設
立
し
た
と
き
、
社
員
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
変
化
に
す
ぐ
に
気
づ
い

た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
「
高
賃
金
の
支
給
は
、
従
業

員
の
家
庭
に
す
ぐ
に
影
響
を
与
え
た
。
新
入
り
の
従
業
員
の
妻
を
注
意
し
て
見
て

い
れ
ば
、
そ
れ
が
す
ぐ
わ
か
る
。
彼
女
た
ち
は
、
い
つ
も
昼
に
な
る
と
夫
の
た
め

に
弁
当
を
届
け
に
や
っ
て
く
る
。
彼
女
た
ち
は
初
め
の
数
週
間
は
、
頭
か
ら
シ
ョ

ー
ル
を
か
ぶ
っ
て
や
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
た
つ
と
、
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
数
週
間
た
て
ば
、
フ
ロ
ッ
ク
・
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ

を
着
て
く
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
。

（
２
） 

「
工
場
細
胞
」
の
な
か
で
、
「
「
Ｙ
の
フ
ォ
ー
ド
」
だ
と
い
う
自
己
錯
覚
の
阿

片
」
を
飲
ま
さ
れ
た
職
工
た
ち
は
、
意
識
の
う
え
で
中
流
階
級
に
包
摂
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
た
。
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
彼
ら
を
幻
覚
か
ら
正
気
に

戻
ら
せ
、
社
会
的
矛
盾
を
直
視
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
幻
覚

に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
工
場
労
働
者
た
ち
に
階
級
闘
争
の
現
実
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と

が
労
働
組
合
員
た
ち
の
使
命
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
世
界
の
至
る
と
こ
ろ
で
ミ
ド

ル
ク
ラ
ス
の
没
落
が
み
ら
れ
、
社
会
不
安
が
蔓
延
す
る
な
か
で
極
右
勢
力
の
台
頭

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
多
喜
二
の
指
摘
は
先
駆
的
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
実
は
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
に
あ
っ
た
フ

ォ
ー
ド
本
社
リ
バ
ー
ル
ー
ジ
ュ
工
場
で
も
、
一
九
三
二
年
三
月
に
労
働
組
合
員
の

虐
殺
と
い
う
大
き
な
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。
ま
さ
に
多
喜
二
の
予
感
は
的
中
し

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

４ 

《
フ
ォ
ー
ド
の
虐
殺
》 

 

一
九
二
九
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
富
裕
層
に
よ
っ
て
社
会
全

体
の
可
処
分
所
得
の
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
独
占
さ
れ
て
い
た
。

（
３
）

二
一
年
に
は
そ

れ
が
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
急
速
に
貧
富
の
格
差
が
拡
が
っ
た
こ
と
に

な
る
。
同
じ
時
期
、
機
械
化
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
工
業
生
産
物
は
九
一
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パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
が
、
賃
金
労
働
者
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
増
え
な
か
っ

た
。
フ
ォ
ー
ド
は
一
九
二
九
年
三
月
に
は
一
二
万
八
〇
〇
〇
名
を
雇
用
し
て
い
た

が
、
三
一
年
八
月
に
は
三
万
七
〇
〇
〇
名
に
ま
で
削
減
し
た
。
Ｇ
Ｍ
や
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
も
大
量
解
雇
を
は
じ
め
た
の
で
、
三
三
年
ま
で
に
ミ
シ
ガ
ン
州
全
体
の
失
業

率
は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
賃
金
も
低
下
し
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
自
動
車
労

働
者
の
平
均
年
収
は
、
二
九
年
に
は
一
六
〇
〇
ド
ル
だ
っ
た
の
が
三
二
年
に
は
わ

ず
か
七
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
ド
ル
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。 

 

こ
の
事
態
を
う
け
て
ア
メ
リ
カ
共
産
党
は
、
解
雇
に
反
対
す
る
世
界
的
な
抗
議

を
呼
び
か
け
て
、
一
九
三
〇
年
三
月
、
デ
モ
参
加
者
と
見
物
者
を
含
め
て
五
万
人

を
デ
ト
ロ
イ
ト
の
市
街
地
に
集
め
た
。
市
役
所
前
で
は
、
騎
馬
や
マ
シ
ン
ガ
ン
を

装
備
し
た
警
察
官
や
私
服
警
官
な
ど
三
〇
〇
〇
名
が
〝
赤
い
暴
徒
〟
と
対
峙
し

た
。
警
察
に
よ
る
暴
行
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
二
二
名
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。

し
か
し
保
守
的
な
評
論
家
に
よ
れ
ば
、
失
業
は
職
の
な
い
人
た
ち
の
個
人
的
な
問

題
で
、
社
会
問
題
で
は
な
い
。
彼
ら
は
怠
惰
な
だ
け
で
や
る
気
が
な
く
、
政
府
の

失
業
者
救
済
事
業
は
〝
怠
け
者
〟
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
で
し
か
な
い
、
と
冷
淡
で

あ
っ
た
。
共
和
党
出
身
の
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
は
、
古
典
派
経
済
学
と
キ
リ
ス
ト

教
の
立
場
か
ら
、
「
わ
た
し
達
の
許
に
来
た
つ
か
の
間
の
逆
境
は
、
国
民
の
精
神

的
な
生
活
を
深
め
る
は
ず
で
あ
る
。
栄
光
は
ま
も
な
く
訪
れ
る
」
と
語
っ
た
の
で

あ
る
。 

一
九
三
二
年
三
月
七
日
、
デ
ト
ロ
イ
ト
失
業
者
評
議
会
は
、
フ
ォ
ー
ド
の
リ
バ

ー
ル
ー
ジ
ュ
工
場
へ
の
《
飢
餓
行
進H

unger M
arch

》
を
企
画
し
た
。
失
業
者
評

議
会
に
共
産
主
義
者
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
反
応
が
分
か
れ
た
に
せ
よ
、
市
民

の
多
く
は
、
大
量
解
雇
を
進
め
る
フ
ォ
ー
ド
を
行
進
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
択
し
た

こ
と
に
は
満
足
し
て
い
た
。 

リ
バ
ー
ル
ー
ジ
ュ
工
場
の
雰
囲
気
は
刑
務
所
の
よ
う
で
、
労
働
者
は
会
話
も
で

き
ず
、
口
笛
を
吹
く
こ
と
も
、
座
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
ト
イ
レ
に
い
く

の
に
も
許
可
が
必
要
で
、
機
械
に
も
た
れ
か
か
る
と
解
雇
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
か

っ
た
。
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
ハ
リ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
が
指
揮
す
る
私
設
軍
隊
〝
サ
ー

ビ
ス
部
門Service D

epartm
ent

〟
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
刑
務
所
や
警
察
署
か
ら
雇

い
入
れ
た
探
偵
や
警
備
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
労
働
者
が
一
五
分
間
の
昼

食
の
時
間
を
数
分
で
も
オ
ー
バ
ー
し
た
り
、
職
長
に
口
答
え
し
た
り
、
組
合
の
会

議
に
出
席
し
た
り
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
路
上
に
投

げ
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
の
労
働
者
た
ち
は
彼
ら
の
こ
と
を

〝
フ
ォ
ー
ド
の
イ
ヌ
〟
〝
フ
ォ
ー
ド
の
奴
隷
〟
と
憎
し
み
を
込
め
て
呼
ん
だ
。 

 

三
月
七
日
の
寒
い
朝
、
三
〇
〇
〇
名
か
ら
五
〇
〇
〇
名
の
デ
モ
参
加
者
が
西
デ

ト
ロ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ト
と
オ
ー
ク
ウ
ッ
ド
に
集
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

共
産
党
に
導
か
れ
た
全
米
自
動
車
労
働
組
合
（
Ａ
Ｗ
Ｕ
）
と
デ
ト
ロ
イ
ト
失
業
者

評
議
会
の
元
フ
ォ
ー
ド
従
業
員
た
ち
は
、
再
雇
用
と
労
働
条
件
の
改
善
を
フ
ォ
ー

ド
当
局
に
求
め
た
。
す
る
と
群
衆
に
向
け
て
消
防
士
が
冷
た
い
水
を
浴
び
せ
か

け
、
警
官
が
催
涙
ガ
ス
を
噴
射
す
る
。
群
衆
は
石
と
石
炭
の
塊
を
投
げ
て
応
戦
し

た
の
だ
が
、
突
然
、
工
場
の
第
三
ゲ
ー
ト
が
開
き
、
警
官
と
警
備
員
が
銃
を
構
え
、

引
き
金
を
引
い
た
。
数
百
の
弾
丸
が
撃
ち
込
ま
れ
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
倒
れ
、
け

が
人
を
路
上
に
置
き
去
り
に
し
て
群
衆
は
退
散
し
た
。
青
年
共
産
主
義
者
同
盟
の

地
区
組
織
者
を
含
む
男
性
四
名
が
死
亡
し
、
非
武
装
の
デ
モ
参
加
者
五
〇
～
六
〇

名
が
負
傷
し
た
。
し
か
し
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
役
員
も
警
官
も
裁
判
に
か
け
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
と
デ
ト
ロ
イ
ト
の
警
察
は
共
産
党
本
部
と
自

動
車
工
場
労
働
組
合
、
い
く
つ
か
の
民
族
集
会
所
や
多
数
の
個
人
宅
を
急
襲
し
、

共
産
主
義
者
六
〇
名
を
逮
捕
す
る
と
と
も
に
、
重
傷
者
の
う
ち
二
名
を
病
院
の
ベ
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ッ
ド
に
拘
束
し
た
。 

 

虐
殺
の
五
日
後
、
犠
牲
者
を
悼
む
六
万
人
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
歌
い
な

が
ら
行
進
し
、
そ
の
歌
声
は
町
中
に
響
き
渡
っ
た
。
し
か
し
失
業
者
協
議
会
は
そ

の
後
一
年
の
う
ち
に
勢
い
を
失
っ
て
し
ま
う
。
失
業
者
は
、
職
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
以
外
に
も
不
満
を
抱
い
て
い
た
し
、
救
済
事
業
を
積
極
的
に
進
め
た
リ

ベ
ラ
ル
派
の
市
長
を
《
社
会
フ
ァ
シ
ス
ト
》
と
攻
撃
す
る
共
産
主
義
者
に
よ
っ
て

失
業
者
協
議
会
が
分
裂
状
態
に
お
ち
い
っ
た
こ
と
に
失
望
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で

も
あ
っ
た
。 

 

一
九
三
二
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
デ
ト
ロ
イ
ト
の
失
業
者
は
三
〇
万
人
に

達
し
た
。
六
九
歳
と
な
っ
て
、
新
し
い
状
況
に
対
応
で
き
ず
保
守
的
に
な
っ
て
い

た
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
は
〝
赤
の
脅
威
〟
〝
ユ
ダ
ヤ
人
の
謀
略
〟
な
ど
と
い
っ

て
労
働
者
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
は
せ
ず
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
や
産
業
別
労
働
者
組
織
委

員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
の
活
動
を
一
切
容
認
し
な
か
っ
た
。
〝
飢
餓
行
進
〟
以
来
、
ハ

リ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
は
八
〇
〇
名
の
現
役
お
よ
び
元
ギ
ャ
ン
グ
を
核
に
し
て
、
元
警

官
や
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
、
元
運
動
選
手
、
警
備
員
を
集
め
た
。
裏
の
世
界
の
気
質

を
持
っ
た
彼
ら
の
多
く
は
直
接
刑
務
所
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
。
リ
バ
ー
ル
ー

ジ
ュ
工
場
の
労
働
者
九
万
人
の
う
ち
八
〇
〇
〇
名
か
ら
九
〇
〇
〇
名
が
ス
パ
イ

や
密
告
者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
協
力
し
て
い
た
と
い
う
。 

他
方
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
他
社
の
自
動
車
工
場
で
〝
座
り
込
み
ス
ト
ラ
イ
キ
〟
を
敢
行

し
て
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
春
、
経
営
者
も
警
察
も
こ
の
運
動

に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
年
四
月
、
デ
ト
ロ
イ
ト
警
察
は
、
三
七
日

間
の
座
り
込
み
ス
ト
ラ
イ
キ
を
強
制
的
に
終
わ
ら
せ
た
。
わ
ず
か
三
〇
分
の
闘
い

で
は
、
保
安
官
に
よ
る
催
涙
ガ
ス
爆
弾
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
に
よ
る
鉛
の
塊

や
錠
、
石
、
そ
の
他
の
小
さ
な
礫
と
が
飛
び
交
っ
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
組
合
の

女
性
七
九
名
と
男
性
四
一
名
が
刑
務
所
に
送
ら
れ
た
。 

フ
ォ
ー
ド
で
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
や
Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
よ
る
攻
勢
に
対
し
、
ハ
リ
ー
・
ベ
ネ
ッ

ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
を
雇
用
し
、
リ
バ
ー
ル
ー
ジ
ュ
に
巨
大
な
強
制

収
容
所
を
設
け
、
恐
怖
と
身
体
的
暴
行
を
加
え
て
反
撃
し
た
。
従
業
員
の
二
五
名

に
一
人
の
割
合
、
三
五
〇
〇
名
か
ら
六
〇
〇
〇
名
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
〝
フ
ォ
ー

ド
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
〟
と
呼
ば
れ
た
。
会
社
に
反
抗
心
を
抱
い
て
い
な
い
か
、
組
合

に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
か
、
と
妻
が
夫
を
ス
パ
イ
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

一
九
三
七
年
五
月
二
六
日
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
メ
ン
バ
ー
六
〇
名
が
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

工
場
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
る
ロ
バ
ー

ト
・
カ
ン
タ
ー
や
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
タ
ー
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
テ
ィ
ー

ン
、
Ｊ
・
Ｊ
・
ケ
ネ
デ
ィ
た
ち
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
三
五
名
の
男
性
に
よ
っ
て

激
し
い
暴
行
を
受
け
た
。
こ
れ
が
〝
陸
橋
の
闘
い
（B

attle of the O
verpass

）
〟

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
ケ
ガ
が
原
因
で
ケ
ネ

デ
ィ
は
四
カ
月
後
に
死
亡
す
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
好
景
気
も
一
九
七
〇
年
頃
を
境
に
行
き
詰

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
４
）

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
モ
デ
ル
の
核
心
で
あ
っ
た
フ
ォ
ー

デ
ィ
ズ
ム
が
危
機
に
お
ち
い
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
二
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
第
一
は
、
あ
る
程
度
豊
か
に
な
っ
た
労
働
者
は
、
テ
ー
ラ
ー
主
義
的

な
単
純
労
働
を
忌
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
賃
金
上
昇
に
生
産
性
の
上
昇
が
追
い

つ
か
ず
、
利
潤
が
圧
縮
さ
れ
て
、
投
資
が
減
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
消
費
の
ト
レ
ン
ド
が
規
格
品
の
大
量
生
産
が
廃
れ
、
個
人
の
嗜
好
が
優

先
す
る
多
品
種
生
産
に
移
行
し
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
更
や
新
製
品
の
開
発
が
必

要
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
配
置
転
換
や
新
職
種
へ
の
移
動
に
労
働
者
の

協
力
が
得
ら
れ
ず
、
労
使
協
調
が
崩
壊
し
、
企
業
も
利
潤
圧
縮
の
た
め
に
新
た
な
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投
資
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
〝
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
〟
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
没
落

し
た
白
人
ア
メ
リ
カ
人
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
層
の
基

盤
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
没
落―

多
喜
二
が
「
工
場
細
胞
」
の
な

か
で
そ
の
危
う
さ
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
Ｈ

・
Ｓ
工
場
」
の
専
務
は
「
自
分
が
今
迄
長
い
間
、
職
工
た
ち
に
与
え
て
き
た
「
Ｙ

の
フ
ォ
ー
ド
」
と
し
て
の
、
過
分
な
温
情
は
そ
う
安
々
と
崩
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。

そ
れ
を
信
じ
て
い
た
。
た
と
え
、
小
部
分
の
「
忘
恩
な
」
煽
動
者
た
ち
に
幾
分
い

ゝ
加
減
に
さ
れ
て
い
て
も
、
こヽ

のヽ

自ヽ

分ヽ

さヽ

えヽ

其
処
へ
姿
を
あ
ら
わ
せ
ば
、
職
工
の

全
部
は
「
忽
ち
」
自
分
の
も
と
に
雪
崩
を
打
っ
て
く
る
の
は
分
り
き
っ
た
こ
と
だ
」

と
思
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
専
務
は
こ
の
大
会
を
「
自ヽ

分ヽ

のヽ

たヽ

めヽ

にヽ

」
利
用
す
る―

「
Ｈ
・
Ｓ
会
社
」
を
支
配
下
に
お
き
、
新
し
い
重
役
を
送
り
込
も
う
と
す
る
「
金

菱
銀
行
」
に
対
し
て
「
全
職
工
挙
っ
て
反
対
さ
せ
る
」―

と
い
う
企
み
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
五
〇
〇
人
近
く
の
職
工
が
集
ま
っ
た
「
労
働
者
大
会
」
で
、
「
工
場
委

員
会
」
の
委
員
選
挙
制
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
と
、
専
務
は
「
然
し
「
Ｙ
の

フ
ォ
ー
ド
」
は
こ
う
も
脆
い
も
の
か
。
労
働
者
っ
て
不
思
議
な
も
の
だ
」
と
、
労

働
組
合
の
力
を
見
く
び
っ
て
い
た
自
分
の
無
力
さ
に
か
え
っ
て
気
づ
か
さ
れ
る

の
で
あ
っ
た
。
多
喜
二
は
、
昭
和
初
期
の
日
本
に
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
フ

ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
ま
や
か
し
に
立
ち
向
か
う
「
細
胞
」
の
姿
を
活
き
活
き
と
描
き

出
し
た
の
で
あ
る
。 

  

注 
 

（
1
）
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ザ
ン
ズ
『
ア
メ
リ
カ
の
世
紀―

そ
れ
は
い
か
に
し
て
創
ら
れ
た

か
？
』
（
有
賀
貞
他
訳
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
刀
水
書
房
一
〇
三
頁
） 

（
2
）
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
『
藁
の
ハ
ン
ド
ル
』
（
竹
村
健
一
訳
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、

中
央
公
論
新
社
、
二
一
九
頁
） 

（
3
）
こ
の
章
は
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。 

Steve B
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orking D
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aking of a U
nion Tow

n, W
ayne State 

U
niversity Press; n edition (M

ay 1, 1986),pp.52-61,92-95. 

Stephen H
. N

orw
ood:Strikebreaking and Intim

idation: M
ercenaries and 

M
asculinity 

in 
Tw

entieth-C
entury 

Am
erica, 

The 
U

niversity 
of 

N
orth 

C
arolina Press; N

ew
 edition edition (M

ay 27, 2002),pp.171-189. 

（
4
）
加
藤
哲
郎
・
ロ
ブ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
編
『
国
際
論
争
日
本
型
経
営
は
ポ
ス
ト
・
フ

ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
か
？
』
（
一
九
九
三
年
一
〇
月
、
窓
社
）
を
参
考
し
た
。 

 

付
記 

「
工
場
細
胞
」
の
本
文
は
、
新
日
本
出
版
社
『
小
林
多
喜
二
全
集
』
第
三
巻
」
（
一

九
八
二
年
九
月
）
に
拠
っ
た
。 

 

 
(

お
に
し 

や
す
み
つ
、
三
重
大
学
人
文
学
部
教
授)
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